
28―　　―

竜巻の発生状況

①つくば竜巻による建築物被害と竜巻等の⓭風⩄重に関する研究

• 24 5 6 12 40

F3F3 2424 66 88

• 5 6
( F1) ( F1

F2) ( F0)

http://www.nilim.go.jp/lab/bbg/saigai/h24tsukuba/h24tsukuba.pdf 速報（日本語）
http://www.nilim.go.jp/lab/bbg/saigai/h24tsukuba/h24tsukuba-e.pdf 速報（英語）p g jp g g p
http://www.nilim.go.jp/lab/bbg/saigai/h24tsukuba/wind.pdf 転倒した木造建築物に作用した風速の推定
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現地調査で確した主な被害形態

①つくば竜巻による建築物被害と竜巻等の⓭風⩄重に関する研究

つくば市北条地区の建築物等の被害分Ꮣ

①つくば竜巻による建築物被害と竜巻等の⓭風⩄重に関する研究
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竜巻竜巻等の⓭風⩄重に関する研究等の⓭風⩄重に関する研究①① --竜巻状気流発生装置竜巻状気流発生装置--

①つくば竜巻による建築物被害と竜巻等の⓭風⩄重に関する研究

直ᓘ㩷1.5m

研究の必要性研究の必要性
①非定常な風⩄重①非定常な風⩄重
②㘧来物の衝撃⩄重②㘧来物の衝撃⩄重

竜巻が物体に作用した竜巻が物体に作用した⍍間の現象の解明⍍間の現象の解明
・新たな・新たな実験装置実験装置やや数値シミュレーション数値シミュレーションで⓭風現象の再現で⓭風現象の再現
・・竜巻状気流の非定常な圧力竜巻状気流の非定常な圧力の評価の評価

ベーン

竜巻状気流の非定常な圧力竜巻状気流の非定常な圧力の評価の評価

ガイドベーン
送風機

角度θ

下降流上昇流収束層
高さ

竜巻が建築物に与える影響と被害発生風速の推定

①つくば竜巻による建築物被害と竜巻等の⓭風⩄重に関する研究

○木造住宅の転倒が生じる風速の下限値の推定○木造住宅の転倒が生じる風速の下限値の推定
1) Ａ）風圧力のみ ： 96m/s
2) Ａ）風圧力＋Ｂ）気圧差： 68～77m/s

気象庁は国総研ほか複数の研究機関の風速推定結果を参考
にF2F2からからF3F3に変更に変更（H24.6.8）
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竜巻等の⓭風⩄重に関する研究竜巻等の⓭風⩄重に関する研究②② --㘧来物に対する外装材の耐衝撃試験-

①つくば竜巻による建築物被害と竜巻等の⓭風⩄重に関する研究

エアータンク 
開閉弁

調圧弁
バタフライ弁

取付枠 試験体

試験体取付治具 飛散防止パネル 
エアーキャノン 

コンプレッサー

リザーブタンク
調圧弁 

砲身

光電センサー
加撃体

ミサイルD

3 21) 

レーザーポインタ台 ミサイルC
ミサイルB

外壁材の耐衝撃試験装置（京都大学防災研究所外壁材の耐衝撃試験装置（京都大学防災研究所））
外壁の試験状況（日本建築総合試験所）外壁の試験状況（日本建築総合試験所）

試験用ミサイル（加撃体試験用ミサイル（加撃体 ASTMASTM E1996E1996））

A 39.6m/sA 39.6m/s

B 2 4in.
910g 0.53m

15.3m/s

C 2 4in. 2050g 1.2m 12.2m/s

D 2 4in 4100g 2 4m 15 3m/s

ASTMASTM

D 2 4in. 4100g 2.4m 15.3m/s

E 2 4in. 4100g 2.4m 24.4m/s
雨戸の試験状況（日本建築総合試験所）雨戸の試験状況（日本建築総合試験所）
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次世代EV（電気自動車）時代の道路に関する研究

②電気自動車の走行中非接触給電技術

• 総合エネルギー効率がガソリン車の約３倍※１

電気自動車のエネルギ ᶖ⾌は低い• 電気自動車のエネルギーᶖ⾌は低い

• CO2排出や㛍㖸もዊさい㹢環境にやさしい。

• 長距離・高速・重量の3つが普及の為の課題。

• ハイブリッド車の普及率に㆙く及ばない電気自動車※２

• 課題解決の為の研究が、各所で進められているが、

道路が出来る事は無いのか䋿道路が出来る事は無いのか䋿

１） ※２）１）
ガソリン車の総合エネルギー効率は14％程度。一方最新式のコンバインド・サイクル火力発電を
利用し、制動時のエネルギー回生やアイドリングレスも考慮すれば電気自動車は総合効率40％
程度と考えられる

※２）
電気自動車(EV)販売推計１万８千台に対してハ
イブリッド車は普及台数142万台以上2011/12末
自動車工業会資料｝

8
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次世代EV（電気自動車）時代の道路に関する研究

②電気自動車の走行中非接触給電技術

• 代表的な非接触給電（送電）技術
電磁⺃導– 電磁⺃導

– ᾫ成された技術だが、送電距離が⍴く䉵レや障害物に弱い。

イク 波送電– 䊙イク䊨波送電

– 長距離送電用に注目されるが、人体へ影響が ᔨされる。

– レー䉱ー送電

– 高効率だが䉵レや障害物に弱く、また安全面が課題。

• れの方式も 走行中の給電を考えた場合 重れの方式も、走行中の給電を考えた場合、重
要な䊘イントが課題となる。㹢他の方式は䋿

次世代EV（電気自動車）時代の道路に関する研究

②電気自動車の走行中非接触給電技術

• 電気自動車の普及に向けて取組まれている研究

• 蓄電ᳰの大容量化(長時間走行)蓄電ᳰの大容量化(長時間走行)

• 走行時抵抗のᛥ制方法(ᶖ⾌電力の削減）

非接触• 非接触充電（給電）装置の開発（充電の手間を減らす）

– 現在は、家ᐸの㚢車場等で車中充電するものが主流

• 超急速充電可能な電ᳰの開発（充電時間を⍴くする）

– 「䉨䊞䊌シタ」が実用化されているが㪣㫀バッテリーほどの容量は無い「䉨䊞䊌シタ」が実用化されているが㪣㫀バッテリ ほどの容量は無い。

• 道路がᓎ立てる事は䋿

触 急速 走 触非接触給電＋超急速充電 㹢㩷走行中非接触給電が可能䋿

• 走行中給電の為には、道路施設としての研究が必要となる。
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官学連携による実証的取り組み（東京大学 ၳ洋一教との共同研究）

②電気自動車の走行中非接触給電技術

Step １ 模型実験による走行中給電に必要な基礎技術開発

基礎技術の開発と解析による数式化

ᄬမσᯚ૾᩼ࡸᚑዅᩓƷ᬴ܱ

官学連携（共同研究）
による基礎的研究

Step 2 実物大実験による大電力送電時の課題検証

互いの得意
分野を生か
した連携

次世代EV（電気自動車）時代の道路に関する研究

②電気自動車の走行中非接触給電技術

磁界共鳴方式

数十 数 の伝送– 数十ｃｍ～数ｍの伝送
• 中距離で、位置ずれや障害物に強い

• 自動車模型に走行中給電の実績がある

– 実験（左の写真）では、

• 30cmを８５％の効率

• 100W電球に約80Wを実際に供給。

• コイルを大きくし１ｍ位までは送電可能

走行中給電に利用できる可能性が走行中給電に利用できる可能性が
高い。今後は埋設方法や効率改善
、電磁波漏洩対策や管理方法の検
討が必要。
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次世代EV（電気自動車）時代の道路に関する研究

②電気自動車の走行中非接触給電技術

走行中非接触給電実現後のイメー䉳
普通車だけでなく、大型車のEV化も実現する可能性がある。

道路施設の対応によりEVの㘧べ的普及を後し出来る道路施設の対応によりEVの㘧べ的普及を後し出来る
低⚛化、低㛍㖸化、㪞㪧㪪を利用した隊走行による安全走行・大量ャ送の実現等、期ᓙは大きい
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